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◎ どのような研究をしていて、どんなことに役立つのか？ 

 私たち人間の活動は、かつてないほどの

規模と速さで自然環境の消失・劣化を進め

ています。このような中、生物多様性に配

慮した植生の保全・再生は、健全な生態系

の維持に向け極めて重要な課題となって

います。その取り組みを実際に進めていく

ためには、対象となる植生の現状や成立の

背景、個々の種の生育環境や生活史特性に

ついて十分理解しておく必要があります。

これらの知見の蓄積と応用を目的に、私は

現在、海岸植生や里山林、またそこに生育

する絶滅危惧種を主な対象に、野外調査や

発芽・栽培試験をベースとした植生学的・

生態学的研究を進めています。 
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◎ 学生に向けて一言 

 植物の生態や植生の保全・再生について興味・関心があり、これらに関連す

る研究を進めたいという方は、気軽にご連絡ください。 
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